様式第２（第１８条及び第３４条関係）
記入例



誓　　　約　　　書



指定給水装置工事事業者申請者及びその役員は、

水道法第２５条の３第１項第３号イからヘまでの　　

いずれにも該当しない者であることを誓約します。　


　　年　　月　　日

様式第１と同じ申請者


　　　　　　　　　　　　　申　請　者

　　　　　　　　　　　　　　　氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　○○設備株式会社
和歌山市▽▽○丁目○番○号　　
代表取締役　和歌山　太郎　　 

　　　　　　　　　　　　　　　住　　　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	TEL  073-432-0001  FAX 073-432-0002




和歌山市公営企業管理者　殿【参考】
　水道法第２５条の３ 第１項第３号イからヘ

　イ 心身の故障により給水装置工事の事業を適正に行うことができない者として厚生労働省令で定めるもの
　ロ 破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
　ハ この法律に違反して、刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から２年を経過しない者
　ニ 第２５条の１１第１項の規定により指定を取り消され、その取消しの日から２年を経過しない者
　ホ その業務に関し不正又は不誠実な行為をするおそれがあると認めるに足りる相当の理由がある者
　ヘ 法人であって、その役員のうちにイからホまでのいずれかに該当する者があるもの














誓　約　書
　
　　指定給水装置工事事業者申請者及びその役員は、次のいずれにも該当しない者であることを誓約します。

１　暴力団員（和歌山市暴力団排除条例（平成２３年条例第２８号）第２条第２号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）
[bookmark: _GoBack]２　法人その他の団体で、その役員（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいい、相談役、顧問その他いかなる名称を有する者であるかを問わず、当該団体に対し業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者と同等以上の支配力を有するものと認められる者を含む。）のうちに暴力団員に該当するものがある者
３　暴力団（和歌山市暴力団排除条例第２条第１号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員が出資、融資、取引その他の関係を通じてその事業活動に支配的な影響力を有する者
４　不正の利益を得る目的、他人に損害を加える目的その他の不正の目的で暴力団又は暴力団員を利用している者
５　暴力団若しくは暴力団員の威力を利用し、又は暴力団の活動若しくは運営に協力する目的で、暴力団員又は暴力団員が指定した者に対し、相当の反対給付を受けないで金品その他の財産上の利益を供与した者

また、指定給水装置工事事業者の指定を受けるに当たり、場合によっては、関係各署に情報提供し、又は和歌山市が情報照会することに同意します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日様式第１と同じ申請者



申　請　者
　
氏名又は名称　○○設備株式会社

住　　　　所　和歌山市▽▽○丁目○番○号

代表者氏名　代表取締役　和歌山　太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL  073-432-0001  FAX 073-432-0002




和歌山市公営企業管理者　殿


